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有機物多量施用条件下における飼料用稲鉄 コーティング種子の苗立ち
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1 はじめに

近畿中国四国農業研究センターで開発された鉄コーテ

ィング湛水直播栽培技術 (山 内 2002)について,欽コ

ーティング後の発熱を抑えて扱い易くするために手法を

一部改変し,家畜糞堆肥を多量に還元した水田における

飼料稲の鉄コーテイング種子の苗立ちを調査した。

2試 験 方 法

(1)酸化鉄混合による耐水性および発熱パターンの変化

鉄コーティング後の発熱を抑えて扱い易くするため

に,欽粉への酸化鉄混合を検討した。以下の試験には飼

料用稲専用品種「べこあおば」を用いた。鉄
コーティン

グ湛水直播マニュアル (山内.2005)に 基づき,農業用

鉄粉 (同和鉄粉工業 DNC‐317)に酸化鉄 (同和鉄粉工

業 ヘマタイ ト)を混合して,乾籾に 1倍重の鉄粉をコ

ーティングし,ポ リ瓶に採取して水をカロえて一晩放置し

てから振とうし,籾から脱落した鉄粉量を測定した。ま

た,欽粉 100%および 30%(酸化鉄 70%混合)を催芽

種子に乾籾 1倍重コーテイングし,プラスチックタッパ

に厚さ4cmに 充填し,内部の温度推移を測定した。

(2)家畜糞堆肥多量施用水日における播種試験 (2006年 )

上記の 300/cCコ ーテイング種子を用いて,家畜糞堆

肥多量施用水日における稲直播栽培
への道応性を検討し

た。催芽種子を用いて乾籾等倍量のカルバー
コーティン

グ種子,300/onコ ーティング種子を調製し,東北農研大

仙水田圃場 (灰色低地土)において,条播を行つた (鉄コ

ーティング種子は無覆■l。 播種日は 5月 12日 。8日 間

落水管理した後に,湛水管理し,26日 後に,苗立ち数,

生育量の調査を実施した。試験区は,堆肥無施用,完熟

堆肥施用を設定し,完熟堆肥施用区では,牛,豚,鶏

(6■ 1)の混合家畜ふん堆肥 36t/10aを春に施用した。

施肥は,N6"・,P20',も0各 88『 全量基肥とし, 1

区面積約 75ポで 1区 4カ所で苗立ち調査を行つた。

(3)コ ーテイング種子の水分含量と発芽速度の関係

圃場試験における 300/cCコ ーテイング種子の苗立ち

不良の原因解明のため種子の水分含量と苗立ち速度との

関係を検討した。催芽種子を用いた乾籾等倍重のカルパ

ーコーティング種子および乾籾 05倍重の 300/0●コーテ

ィング種子について,ビニール袋保存 (カ ルパー :

199%),開 放条件で定期的なカロ水 (300/Ou:196%),40

℃通風で強制乾燥 (カルパー :640/o,300/og:65%)に

より,水分条件の異なるコーテイング種子を調製し,シ

ャーレに 100粒,水 211dを 入れて,30℃および 16℃

で静置して発芽数の推移を調査した。また,プラスチッ

クタッパに水田土壊および乾燥完熟家畜糞堆肥 1%混合

土壌を充填して代かきし,カルバーコーティング種子を

深さ 5nlm,300/orコ ーティング種子を表面播種し,播

種後4日 間落水後に湛水して出芽率の推移を調査した。

3 試験結果及び考察

鉄粉に酸化鉄を混合してコーティングを行つた結果,

鉄粉の 70%を酸化鉄で代替すれば,従来の鉄コーテイ

ングに近い質感と耐水性を保ち,4cmのかさ高でもコー

ティング後の発熱を低く抑制した (表 1,図 1)。 しか

し,コーティング後にシー ト上に広げていた種子を翌日

に多量に集積した場合は,発熱により発芽に障害が発生

した (データ略)。 このため,こ の手法が完全に発熱を

抑制できるものではないことに注意する必要がある。

圃場試験において 300/o3kコ ーテイング種子は,カル

パーコーティング種子に比べてやや苗立ち率が低く,初

期の生育量が顕著に低下し (表 2),出芽が 5日程度遅

かった。この原因として,種子の水分 (カ ルパー :224%,

300/Oa:lo 50/Olが 低かつたこと,表面播種にならず播
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種深度が深かつたことが考えられた。完熟堆肥の多量施

用によるカルパー,30°/。nコーティング種子の苗立ち率

・初期生育量の頭著な低下は認められなかった。

種子の水分条件を変えた場合,シャーレの発芽試験で

はカルパー (湿潤条件)>30%鉄 (湿潤条件)>カ ル
パー (乾燥条件)>30%鉄 (乾燥条件)の順で発芽が

早く,低温条件でその差が大きかった (図 2)。 プラス

チックタッパに土壊を充填して行つた室内播種試験でも

同様の結果で,土壌への堆肥の混入により発芽速度は低

下し,本葉の展開は 300/ctコ ーティング種子で顕著に

遅れた (図 3,表 3)。

これらの結果から,酸化鉄混合の鉄粉コーティングに

よる発熱リスク低減の可能性,30%鉄コーティング種子

がカルパーコーティング種子に比較して低温時に初期生

育が遅れて苗立ち不良に繋がる傾向,種子の乾燥が遅れ

を助長させる傾向が示された。 今回の回場試験の条件
では,完熟堆肥の施用による 30%鉄 コーティング種子

の苗立ちへの影響は少なかった

4ま とめ

家畜糞堆肥を多量に還元した水田における飼料月稲の

湛水直播栽培への鉄コーティング種子の利用を検討し,

酸化鉄を混合した 300/ctコ ーティングによる発熱リス

クの低減の可能性があること,300/OCコ ーティング種子

がカルパーコーティング種子と比較して低温時に初期生

育が遅れ,苗立ち不良に繋がる可能性があること,完熟

堆肥の施用による鉄コー ト種子の苗立ちへの影響は少な

いことが示された。
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表1水中振とうによるコーティングの脱落
コーティング 捩とう後の
競稼率  初の状薇

鉄  1帖

0     5     10    15    20    25    00    05    40

コーティング後の経過時間〈h)

図1 コーティング後の温度の推移
注:プラスチックタッパにな子を高さ4e nに充颯し、開放条件で温度推移を測定
力,水は、籾が軽く襦れる程度的 重の約冽%)を噴,. 値は2反復の平均也

表2有機物多量脚 嗣条件下の日場試験におけ相 料用稲の吉立ち(2∞6年 )
播電菫数彗立ち修首立ち率精菫離  車丈 葉齢 籠物重

（Ｐ
）彗
頭

傑験区  (初/r)(首/H)(%) (mm) (mm) (mg層 )
無勧 E口場
カル′く- 123 7  65 0  031ab 104 2163 49a 555 3
8儡鉄     1284   604   471b   78   155c  44b   196b
雄肥施月口場
カル′ヾ-  1237   706   5718  121  192b  538  6743
3峰     1284   600   407b   76   114d  44b   150b
注:臭なる7/レファベット間には Tukey法による
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図3室内プラスチックタッパ●IE試験における発芽率の推移

表3夕″ 試ヾ験の苗立ち率 (播種後19日 後)

供試種子 苗立ち率(%)

8"  
“

8厳し
劇 ヒ鉄 5い (鉄 帥    57%   郊れ
醐 ヒ鉄 7“ 〈鋏 3い)  5“    如ヒ無し
劇 ヒ鉄 8い (鉄 21L) 104 表面見あ 初あり
酬 ヒ鉄10■ (鉄 ∞  遠匈 口ヽ畑夢 栞コの状燎

無施用  堆肥施用
カルパー (湿潤条件)745a   719a
カルパー鰊鵬彰卜0 568 ab  401 b
00%鋏 〈洒己常調′聰

“

キ)   740 a     557 ab
3い 鉄 (乾燥条件)  516 b     307 b

注1首立ち率は第1葉が展開した籾の割合.異なるアルファベット間には、
Tukey法によるい水準の有意差があることを示丸

増祀無脚甲

注ローティング後5日間韓燥しψ Ogを1∞耐ボツ瓶に採取し、蒸留水50前を力1え、
1晩放置し2時潤板とう。脱落した鉄粉を凛紙で回収し、灰イヒし重量測嵐
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